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　被服行動の認知心理学的研究

被服行動と生活意識・態度との関係について

被　服　193

　　　　　　　　梅花短大　家本　修　　山陽学園短大　○　隈元　美貴子

　目的　　被服行動が定型的行動パターンを持つかは、環境・人間系にとって環境と人間

との関係や諸影響を明らかにするアプロ―チでの課題である。この課題で、人間の心理的

側面と被服行動における過程モデルを明らかにして、関係構造を求めようとするものであ

る。本研究では、認知論的アプローチを用い、被服行動と生活意識・態度との関係を仮説

的過程モデルとして設定し、関係構造を明らかにする。本稿においては、認知論的仮説過

程モデルを明らかにするために、まず被服行動における要因と生活意識・態度での要因に

ついての関係と問題点について、調査を実施したので報告する。

　方法　　女子短大生を対象に質問紙調査法による集団調査を実施した。実施時期：平成

元年６月中旬～７月上旬。調査地域・調査対象者数：大阪府下B 短大-、大阪市内S 短大、

岡山市内s 短大の合計6 2 9名。有効回答数：6 0 9名、有効回答率：9 6％質問項目：

前年度実施した調査より検討した被服行動に関する4 5項目、生活の意識・態度に関すろ

5 0項目、教育の効果に関する意識について５項目で、リッカートタイプの５段階評定で

ある。大阪の２校については、被験者の了解のもとにY G性格検査を同時に実施した。

　結果　　①　主要の因子は、「自尊心」「教育」「同調行動」「自信」「興味・関心」

「母親依存」「知性」等である。②　被服系学生It .「服装顕示」「教育」「他者意識」

「母親依存」等、家政系は、「自信」「教育」「同調行動」等で、語学系では、「自信」

「同調行動」「教育」等の順で、同名の因子間での群別項目別順位相関は有意であった。

（p<.05）③　学生の専攻により因子出現順位が異なるが、関係構造に類似性が見られる。

D 148 ＯＬの余暇意識と服装行動との関連

京都女子大家政　　紀　安子

　目的　人生8 0年時代を迎え, たti働くだけの時代から,積極的に余暇を楽しもうとする時

代へと移り変わり始めて来た。このゆとり感覚は、日本人の価値観とライフ・スタイルに影響

をおよぽし。個性の表現としての時間の過ごし方と物の消費を楽しむ時代が始まったといえる。

これは衣生活Iにも大きく影響を及ぼし, T ･ P・○に対する服種の増加、各々の衣服にふさわ

しいデザイン・色.柄一着やすさの追求、着装を自己表現の手段とする傾向がみられる。本研

究では、衣服設計教育の一助とするために、一職業を持った若い女性の生活意識や着装行動を調

査し、余暇生活との関連を分析、考察した。

　方法　近畿地区に在住する2 0 才代のＯＬ２８８名を対象として,19 8 7一年8～9月に配

布留置法により調査を行った。主な調査項目は、生活条件、余暇意識、余暇行動、ファIツショ

ン意識、衣生活態度、衣生活行動等である。分析は、単純集計、クロス集計、因子分析、クラ

スター分析によってＯＬの余暇に対する意識と被服行動の関連を検討した。

　結果　ファッション意識と余暇生活（衣服を含む）の因子分析をおこなったところ、現在行

っている運動、スポーツ着の耐用年数、休みをすごす場所に間連がみちれた。さらに、クラス

ター分析をおこない、類型化を試みたところ５グループがみとめられた。その中で、人の持た

ないものを身に付けたいという積極的なグループは、年収、セーターの許容額も多く。休みを

すごす場所は盛り場や。ショッピング、日帰りの行楽地であった。２０才代のＯＬは、流行に

敏感で年令にふさわしい特性を持ち、服装によって自己表現をしようとしているが、衣服行動

の実際は、現実と願望の調整を行っているものであると思われる。


